
 

第１８回 原子力に係る安全性・信頼性向上委員会 議事概要 

1 開催日時 2026 年 9 月 2 日（水）13:30～15:40 

2 開催方法 Web 開催 

3 出 席 者 野口委員長、出光委員、髙田委員、天日委員、藤本委員、松田委員 

（幹事）原子力監査室長 

4 議事概要 

原子力の安全性・信頼性向上に係る当社の取組み、核セキュリティ及び原子力防災に

係る主な取組み並びに川内原子力発電所 1号機第 8回及び 2号機第 8回安全性向上評価

届出内容について、様々な視点からご意見をいただいた。安全の方針に関する主な意見

等は以下のとおり。 

（1）原子力の安全性・信頼性向上に係る今後の主な取組みについて（資料 1-1、1-2） 

・長期施設管理計画において、海外等、他所で発生した事例を踏まえた対応は重要であ

るが、それだけでは九州電力で初めて発生するトラブルは防げない。九州電力独自の

観点から潜在リスクを体系的に抽出する仕組みづくりが重要である。 

・地震対応に関しては、発電所設備の健全性だけでなく、本店対策本部機能、要員参集、

道路アクセス、従業員・家族への支援等を含めて更に検証を進めていく必要がある。 

（2）当社の核セキュリティに係る主な取組みについて（資料 2） 

・未知の脅威を先取りする想像力と、発生時に柔軟に対応できる体制が必要。セキュリ

ティ対策に終わりはないため、治安機関等との役割分担も含めて検討していく必要が

ある。 

（3）当社の原子力防災に係る主な取組みについて（資料 3） 

・シナリオ通りに決められた手順を遂行できたということを確認するだけが訓練では

なく、弱みを発見するというところに意義がある。多様なシナリオを取り入れる等、

幅広く考えていただきたい。 

（4）川内 1号機第 8 回及び川内 2号機第 8回安全性向上評価の届出骨子について（資料 4） 

・今後の安全性向上評価において、顕在化していないリスクの抽出や潜在的リスクへの

対応などを評価に取り込むことにより、想像力を働かせた新たな段階の更なる安全性

向上を目指していただきたい。また、そのためには、九州電力だけでなく、規制当局

も含めて、安全評価のやり方そのものを今までとは変えていく必要もある。 

 

 

以 上 


